
Ⅰ．音楽とは

作曲家が創り出した音楽は、その背景と時代と
ともに、自身の感性で作られている。そして、楽
譜として記録され、時空を超えて現代に伝えられ
ている。のちに演奏者が自らの感性で楽譜を解釈
し、より良い演奏に挑戦してきた。同じ音楽作品
でも演奏者の感性や状況などで演奏そのものも大
きく異なる。その演奏を聴く人もそれぞれの感性
で感じるので、状況によって感動や解釈に大きな
個人差が生じる。したがって、音楽は楽譜に表現
された作品を通した作曲者―演奏家―聴衆者の感
性の交流であり、科学的、客観的、合理的に説明
できるものとは別として認識される。

一方、科学は、それぞれの分野領域において、
専門家が探求して、専門家集団内で誰もが認める
客観性論理性を追求してきた。科学研究は、それ
ぞれの分野で認められた手続きの範囲で承認され
たものであり、個性や感情などを排除することで
発展している。これまで我々は音楽に人が惹かれ
感動する極めて人間的な営みを、どこまで科学的
に解明できるのかを検討してきた。

Ⅱ．「イメージ奏法」による�
音楽の可視化

音楽の生演奏には、可聴域を超えた周波数の音
響が含まれるだけでなく、音圧と周波数の振動は
高周波、低周波ともに皮膚を介して、骨伝導によ
り脳幹にまで入力される。「イメージ奏法」には、
言葉や色彩による感情認知の誘導や視聴する人の
気分・感情の方向性を統制する効果がある。人間
は、悲しい時には、悲しい音楽を聴いて涙を流し、
怒りが爆発する時には、それを発散する曲を聴き
ストレスを解消し、ただやみくもに音楽を聴けば、
ストレスが解放されるのではない。その目的のた
め、音楽の持つ「同質の原理」（Altshuler IM 
1941年5））を使い、どのような対象者に、どのよ
うにすれば音楽のエネルギーをより強いメッセー
ジとして、聴き手に訴えられるかを「イメージ奏
法」により奏効を実験し、検証してきた。視聴す
る人が、「イメージ奏法」による音楽と映像に、
より自分自身の人生や感情を反映し、その結果、
自分自身を吐き出せる実感を持った時、人の体や
心に生理的変化が起こるという事を心理的、医学
的な側面から検証することを通して、音楽が人生
のかたわらにあることが幸福へとつながるという
ことを示すため、研究を続けてきた。令和元年11月29日受理
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【要約】筆者らは、筆者武本が開発、確立させた「イメージ奏法」というピアノ演奏法を活用し、人間の
感情に直接訴える音色の奏法の工夫を行い、演奏者が制作した「イメージ楽譜」や「イメージ映像」によ
り、その音楽の内面を可視化した視聴覚融合の音楽の供与が心身に与える影響について検討してきた。そ
の結果、演奏者は、「イメージ奏法」を行うことで、より楽曲から導かれた音楽の内容を顕在意識のみな
らず、潜在意識にまで伝えることができ、演奏者や聴衆への感情に影響を与えることが示された。さらに、

「イメージ奏法」を集団教育で使用することで、他者の音楽の捉え方の違いへの気付きと多様性の受け入
れを促進することが示された。一方、聴衆への効果は演奏のみよりも「イメージ奏法」を行うことにより、
強い自律神経系への働き掛けがこれまでの研究で確認された1,2,3,4）。「イメージ奏法」を用いた音楽は獲得
的レジリエンスとして身に付けられる可能性があり、「イメージ奏法」による音楽教育の重要性が確認さ
れた。

武本 京子１）、伊藤康宏２）
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2.�音楽教育法「イメージ奏法」による自己肯定感
を高めるレジリエンス教育
数々の音楽作品の中には、人間のストレスのあ

る環境、状況に対しても適応し、精神的健康を維
持し、回復し、生き延びる力であるレジリエンス
11） が表現されている。作曲家は、レジリエンス
としての想いを作品に込め、演奏者は、そのレジ
リエンスに対する共感を含め、聴衆にその魂の響
きを訴えることで、感動が起きる。

筆者武本は、演奏活動を行なう中で、特に災害
が起きた後のチャリティコンサートの会場での演
奏者と聴衆の音楽によるレジリエンス（不屈の力）
の高揚を確信し、音楽の力を実感してきた。音楽
教育は、音楽作品を通して、何かつらいことがあっ
た時に、心が折れてしまうのではなく、しなやか
に立ち直り、その経験を糧に立ち直れるために、
自分の感情を自分で管理し、コントロールする力
を育成させるのに最適であることに着目した。
「イメージ奏法」は、音楽をただ演奏するという

ことに留まらず、音楽を共通理解するためにパソ
コンやスマートフォンを使って、音楽に関する情
報を調べながら、自分が音楽作品から得たレジリ
エンスを可視化した「イメージ楽譜」を作成し、
演奏法を確定する方法である。授業では、そこか
ら導かれた「イメージ映像」を作成し、それをスマー
トフォンからプロジェクターに接続してスクリー
ンに映し出し、そのイメージを教室にいる学生全
員で共有する。そこから、音楽聴取においても多
様な考え方、感じ方があるということをアクティ
ブ・ラーニングの授業に導入し、この音楽の可視
化は、容易に行うことが可能となった12,13,14,15）。

それまで音楽を聴いても何となく感じていた自
分の気持ちや感情を視聴覚融合で可視化すること
により、学生たちは、音楽で心を開き、音楽がこ
の世に何のためにあり、どのような役割があるの
かを真剣に考えるようになった。その結果、音楽
を演奏するということは、音楽作品に込められた、
他者への共感力、自己肯定感や、愛や感謝を高め、

１．�演奏法「楽曲イメージ奏法」による音楽の中
にある感情の意識化

音楽の世界には、人間の喜怒哀楽、信仰、想念、
ユーモア、風刺、歴史、土地、民族、舞踊、自然、
抽象的概念などあらゆるものが存在し、それが時
代様式や楽曲形式に従がって表現されている。だ
からこそ、その様式や語法を学ぶことによって作
品の内容の意味することを知ることができる。ピ
アノ曲だけでも数万曲あるクラシック作品の表現
力の幅広さ、深さ、凄みははかり知れない。

筆者武本は、音楽を心の中の表出として捉え
1995年に音楽演奏法として「楽曲イメージ奏法」
を開発した6,7,8）。これは、クラシックの楽曲の演
奏法として、楽譜の奥にある作曲者の主張、思想、
情動などを推測し、演奏者の過去の体験や記憶、
思考、言語、色彩を取り入れて、イメージを明確
にした視聴覚融合の奏法である。

演奏者は、まず作曲者の主張、思想、情動、な
どを推測する。次に、調性、速度、メロディー、ハー
モニー、音楽記号などを分析し、作曲者の作品に
対する客観的考察を行う。さらに、演奏者の過去
の体験や記憶をはじめ、思考、言語、色彩、絵な
ど、自分が一番音楽を可視化できる方法を使って、
演奏設計図である ｢イメージ楽譜｣ を制作する。
楽譜という二次元の世界を表現曲線と色彩や言語
の力を加えた四次元の立体空間をイメージして作
成する。音楽は人間を通した世界の再現であるこ
とから、演奏者には「イメージ楽譜」の立体的空
間を再現することが求められる。この作業を通じ
て、演奏者は自分の心の底に眠る潜在意識に気付
き、音楽表現により、自分の本当に伝えたいこと
を明確に可視化して、無意識を意識化することに
より、無駄な練習が減り、適切な音色の選択と奏
法を決定できる利点がある。この理論に基づき「イ
メージ奏法」では、人間の感情に伴った気の流れ
や身体の動きが可視化された「イメージ楽譜」に
合わせて演奏されている6,7,8,9） 。
「イメージ奏法」を応用した幼児から児童期の

ピアノ演奏指導法では、ピアノ演奏指導の中で行
なう音楽の可視化による創造力と論理的思考の育
成に大変効果があることが実証された10）。
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図１　学生が作成した「イメージ楽譜」 図２　作曲者と演奏者と聴衆の関係



②「イメージ奏法」による実験
音楽によるストレス緩和については古くから認

められ、現在では代替医療の一つにもされるよう
になったが積極的な治療方法とはされていない。
また、生演奏の視聴による生理的変化を検討した
報告はわが国では少ない。筆者武本、伊藤は、音
楽が与える精神面・身体面への影響と効果を、「イ
メージ奏法」を用いて医教連携プロジェクトによ
り、心理学的・医学的に検証を行なってきた。「イ
メージ奏法」による楽曲の持つ喜怒哀楽の変化が、
被検者の体験や精神状態にどのように作用するの
かを検証するために、心理的・生理的な指標によっ
て数値化し、ストレス軽減効果を調べた。その方
法は、実際に被検者に対して行う「イメージ奏法」
による音楽と映像の供与が、心身にどのような影
響を及ぼすかについて、ストレスの客観的指標と
なるバイオマーカーを用いた検証法にて行った

（図３）。この実験で「イメージ奏法」により提供
する楽曲は、人間が挫折したときに立ち直る過程
を想定し、レジリエンス力を引き出すように、自
分の負の感情を吐き出し、涙を流してすっきりし、
癒されて元気が出る、怒り→悲しみ→癒し→元気
の楽曲16曲を並べて、演奏者が制作した映像も反
響板に投影しながら、音楽により喚起された情景
の中で演奏を聴くことにより、視聴覚融合の供与
を行うこととした。およそ70分間の視聴覚融合の
演奏を行った1,2,3,23）（愛知教育大学研究倫理委員会
承 認： 承 認 番 号AUE2017040HUM, AUE2018 
0401HUM）。

そこからレジリエンスを感じることができるという
教育方法へと「イメージ奏法」を発展させること
ができた12,16,17,18）。また、「イメージ奏法」を活用し
た協働的音楽教育は、小・中学校の教育現場でも
導入され、感情の多様性の認識と独創的な創造力
の育成を実践している報告がなされている19,20,21）。

３．�「イメージ奏法」による音楽が心身に与える科
学的研究

①�「イメージ奏法」による音楽と感情の捉え方と
特徴

「イメージ奏法」における演奏者と作曲者と聴
衆の関係を図2に示した。

作曲家は、音楽をその背景と時代とともに、自
身の感性で作成する。音楽は楽譜として記録され、
時空を超えて現代に伝えられている。作曲者の感
性は作曲者自身しか体験していない問題を含んで
いる。

演奏者は、作曲者の主張、思想、情動などを推
測して演奏を行う。同じ音楽でも演奏者の感性や
状況などで演奏そのものも大きく異なることが起
こる。聴衆は、それぞれの感性で感じるので、個
性があり、状況によって感動や解釈に大きな違い
が生じる。これら、作曲者、演奏者、聴衆の3者
が介在することによって、音楽が科学的解明を難
しくしている。この問題を解消するため、「イメー
ジ奏法」においては、演奏者が解釈した音楽を、
聴衆にわかりやすい「イメージ映像」を付し、音
楽を提供する方法を取ることとした22）。
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図３　「イメージ奏法」の実験内容



力からの感情の発生に与える刺激頻度を高めてい
ると言ってよいのではないかと考えている。

このように視聴覚融合による生演奏により楽曲
のイメージを画像化して演奏の背景に描写する

「イメージ奏法」を使用し、視聴者の状態-特性不
安 尺 度STAI（State-Trait Anxiety Inventory-
Form）とアミラーゼ活性、コルチゾール濃度お
よびトリプトファン代謝産物であるキヌレニン、
セロトニンの唾液中濃度を測定した（図3）。これ
らにより「イメージ奏法」を受け取る人たちの生
体に何が生じたのかについて、気分、自律神経系、
視床下部下垂体副腎系および脳腸軸からの分泌物
などを用いてそれらの推移を測定した。その結果、

「イメージ奏法」は演奏のみや画像のみよりもセ
ロトニンの増減が大きく、キヌレニンも類似した
動向を示した3）（図4）。この結果は、「イメージ奏
法」が単なる音楽鑑賞より強く生理反応を誘導す
ること即ち、キヌレニンを介して中枢神経系への
影響を及ぼすだけでなく、セロトニンを介して全
身の血管系や消化管、心肺機能などにも影響を与
える可能性を示唆している28,29）。

現代社会では、人間の視覚による情報入力は非
常に大きく、聴覚による情報入力は日常生活にお
いては言語を除いてそれほど大きいものではない
と信じられてきた24,25）。しかしながら、テレビや
映画では、音源が別であるにもかかわらず話者の
口や楽器から声が出ているように錯覚する腹話術
効果や視聴覚の不一致を生じたときの知覚的解決

（McGurk効果）など感覚知覚の検証から、視覚
あるいは聴覚という二つのモダリティが存在する
とき、一方の感覚が他方の感覚を支配することは
よく知られている26,27）。これらのことから、視覚
と聴覚のどちらが有意になるかは個人の興味の有
無に左右されるところである。また、視覚は中心
視であるため、映像や画像を見る範囲は狭く全体
を万遍なく見ることはできないばかりか、画像が
20秒ほど固定されると順応（adaptation）してし
まう。「イメージ奏法」では、これらの弱点を補
うために、曲相に合わせて画像を次々と変え、視
覚の順応が起こり難くした。つまり、演奏者によ
る映像の作成では、映像と音楽のミスマッチを少
なくし、感覚の飽和を抑制して新たな情景に興味
を持たせる効果を期待した。この方法は、感覚入

図４　�状態不安得点、唾液中アミラーゼ活性値、コルチゾール濃度、キヌレニン濃度、セロトニン濃度の各段階での値を示す。 
有意差検定はStudent-t testを用い、各記号は以下の通りである。＊：実験前と比し有意差（p<0.05）を認めたもの、†：
第1段階に比し有意差（p<0.05）を認めたもの、$：第2段階に比し有意差（p<0.05）を認めたもの、#：第3段階に比
し有意差（p<0.05）を認めたものをそれぞれ示す。�  
混合分散分析の結果は、状態不安得点は「イメージ奏法」による各段階のテーマ要因の効果が有意、アミラーゼ活性
値とコルチゾール濃度は音楽の有無に関わらず4つのテーマ要因の効果が有意、セロトニンは「イメージ奏法」によ
る各段階のテーマ要因の効果が有意、セロトニンとキヌレニンでは画像の有無、音楽の有無と各テーマの交互作用が
認められた。
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Ⅲ．「イメージ奏法」の課題

音楽の持つ心身への影響は音楽療法などを通じ
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